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論 文 内 容 の 要 旨

 実験目的

 4℃ ACD液保存血の保存期間は日本では3週間で

ある．これは保存中に起こる溶血，輸血後生存率の低下

がその限界を阻んでいるためである．この保存期間の延

長を目的として本実験を行なった．

 本実験のHypotheseは1965年佐瀬の“Hb活性に関す

る研究”にもとつく．ヒトヘモグロビン溶液を酸素化ま

たは還元化の一方に偏せしめた場合「と，以上の二つを

1：1で混合した場合では，前者が後者よりHb活性が

良く保たれる．これを赤血球という場に代え応用した．

 赤血球膜と糖代謝，特に糖代謝にもとつくATPは膜

と密接な関係が証明されている．保存による膜の酸化，

劣化の防止および糖代謝の補助または保護を期待して，

還元グルタチオン（以下GSHとする）を添加した（100

㎎履1）・裏実験として，SH基をブロックするオキソフェ

ナルジソを添加（O．019／dl）した．

 実験方法

 実験にはウサギ（105匹）を用いた．ACD保存液は

厚生省B液を使用した、保存はいずれも低温室（4℃～

10DC）を使用した．効果判定にはNa251 CrO4ラベル法

を用い，輸血後赤血球生存率（50％生存日数T1／2）によ

った．

 実験結果

 a．酸素加血液ACD液採血2週間保存血．

   T1／2＝14。3日

 b．脱酸素化血液ACD液採血2週間保存血．

   T1／2＝6．3日

 c．静脈」血液ACD液採血2週間保存血．

   T1／2濡11日

 d．酸素加血液ACD液採血GSH添加2週間保存
血．

   T1／2＝20．5日

 e．脱酸素化血液ACD液採血GSH添加3週間保存
血．

   Tエ／2＝15日

 f．静脈血液ACD液採血GSH添加2週間保存血．

   T1／2＝11日

 g．酸素加血液ACD液採血GSH添加オキソフェナ

ルジン添加2週間保存血．

   T1／2漏12．5日

 aおよび。について，乳酸およびピルビン酸値を見る

と，いずれも保存期間と共に増加が著るしい．aでは。

に比し乳酸値（L）が少なく，ピルビン酸値（P）が多

い．溶血はグルタチオン添加により減少する．

 結論

 ウサギ2週間ACD保存血では，酸素化GSH添加A

CD液保存血の輸血後赤血球生存率（T1／、）は静脈採血

ACD液保存血のT1／、に比し，約2倍に延長した．
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論 文 審 査 の 要 旨

 輸！血用血液の保存期間の延長を目的として，血液を酸素化し，これに還元グルタチオンを添加（100

mg／dl）する方法を案出した．ウサギ血液での研究では赤血球生存率が単純なACD保存血液より延長し，

溶血も少ないことを証明した．この研究は医学の進歩に資するところ多く価値ある研究と認める．
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